
(57)【要約】

【課題】　ウォーム軸又はモータの駆動軸を支持する軸

受として、単列の玉軸受を用いながら、軸方向の荷重支

持を良好に維持しつつ、省スペース化を図ること。

【解決手段】　ウォーム軸３を支持する複数の軸受１０

，２０，３０のうち、少なくとも１個の軸受２０は、単

列で多点接触の玉軸受である。また、この単列で多点接

触の玉軸受は、その内輪１１の内輪軌道と外輪１２の外

輪軌道とのうち、少なくとも一方が転動体１３に２点で

接触している。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 動 モ ー タ の 出 力 を 、 そ の 駆 動 軸 か ら ウ ォ ー ム 軸 に 伝 達 し 、 ウ ォ ー ム に 噛 合 し た ウ ォ ー
ム ホ イ ー ル を 介 し て 伝 達 す る ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 に お い て 、
　 前 記 ウ ォ ー ム 軸 又 は 駆 動 軸 を 支 持 す る 複 数 の 軸 受 の う ち 、 少 な く と も １ 個 は 、 単 列 で 多
点 接 触 の 玉 軸 受 で あ る こ と を 特 徴 と す る ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 は 、 そ の 内 輪 の 内 輪 軌 道 と 外 輪 の 外 輪 軌 道 と の う ち 、 少 な
く と も 一 方 が 転 動 体 に ２ 点 で 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ウ ォ ー ム ギ
ア ・ モ ー タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 自 動 車 用 電 動 パ ワ ー ス テ ア リ ン グ 装 置 、 ウ ィ ン ド ウ 昇 降 装 置 、 電 動
シ ー ト ・ ア ジ ャ ス ト 装 置 等 の 自 動 車 用 小 型 電 動 モ ー タ に 好 適 で あ る ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ
装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ５ は 、 従 来 に 係 る ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー
ル （ 図 示 略 ） に 連 結 し た 操 舵 用 入 力 軸 （ 図 示 略 ） に 、 ト ー シ ョ ン バ ー （ 図 示 略 ） 等 を 介 し
て 、 ス テ ア リ ン グ ギ ア （ 図 示 略 ） 等 に 連 結 す る 操 舵 用 出 力 軸 １ が 連 結 し て あ る 。 操 舵 用 出
力 軸 １ に 、 ウ ォ ー ム ギ ア 減 速 機 構 の ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ２ が 嵌 合 ・ 固 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ２ に は 、 ウ ォ ー ム ３ ａ が 噛 合 し て あ り 、 こ の ウ ォ ー ム ３ ａ の た め
の ウ ォ ー ム 軸 ３ は 、 そ の 両 端 部 に 於 い て 、 電 動 モ ー タ ５ か ら 離 れ た 側 の 反 モ ー タ 側 軸 受 １
０ と 、 電 動 モ ー タ ５ に 近 い 側 の モ ー タ 側 軸 受 ２ ０ と に よ り 、 回 転 自 在 に 支 持 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 ウ ォ ー ム ギ ア 減 速 機 構 の た め の ハ ウ ジ ン グ ４ は 、 電 動 モ ー タ ５ と 一 体 的 に 構 成 し
て あ り 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ は 、 電 動 モ ー タ ５ の 駆 動 軸 ６ と ス プ ラ イ ン 嵌 合 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 後 述 す る よ う に 、 反 モ ー タ 側 軸 受 １ ０ は 、 ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 で あ り 、 モ ー タ 側
軸 受 ２ ０ は 、 ア ン ギ ュ ラ 型 組 合 せ 玉 軸 受 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 で は 、 電 動 モ ー タ ５ の 駆 動 軸 ６ か ら 、 出 力 が ウ
ォ ー ム 軸 ３ に 伝 達 さ れ 、 ウ ォ ー ム ３ ａ に 噛 合 し た ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ２ を 介 し て 、 操 舵 用 出
力 軸 １ に 伝 達 さ れ 、 例 え ば 、 補 助 操 舵 力 と し て 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ２ か ら の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 図 ５ に 矢 印 で 示 す よ う に 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ に
、 そ の 径 方 向 と 軸 方 向 と か ら 、 作 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 軸 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） に 関 し て は 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ の 正 転 ・ 逆 転 に よ り 、 荷 重 方 向 が
反 転 す る と い っ た こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 こ の 軸 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 径 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） よ り も 、 大 き い 荷 重 と し て
作 用 す る と い っ た こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な こ と か ら 、 モ ー タ 側 軸 受 ２ ０ に は 、 軸 方 向 の 荷 重 支 持 に 優 れ る ア ン ギ ュ ラ 型
組 合 せ 玉 軸 受 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 、 反 モ ー タ 側 軸 受 １ ０ に は 、 ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 を 用 い 、 モ ー タ 側 軸 受 ２ ０ に は
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、 ア ン ギ ュ ラ 型 組 合 せ 玉 軸 受 を 用 い て い る 。 こ れ に よ り 、 径 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 ラ ジ
ア ル 滑 り 軸 受 と ア ン ギ ュ ラ 型 組 合 せ 玉 軸 受 に よ っ て 支 持 す る 一 方 、 軸 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ）
は 、 ア ン ギ ュ ラ 型 組 合 せ 玉 軸 受 に よ っ て 支 持 す る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ９ １ ４ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 モ ー タ 側 軸 受 ２ ０ に 、 軸 方 向 の 荷 重 支 持 に 優 れ る ア ン ギ ュ ラ 型 組 合 せ 玉
軸 受 を 用 い て い る が 、 こ の ア ン ギ ュ ラ 型 組 合 せ 玉 軸 受 の 場 合 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ 及 び 駆 動 軸 ６
の 軸 方 向 長 さ が 長 く な り 、 電 動 モ ー タ ５ の 大 型 化 を 招 来 す る と い っ た こ と が あ り 、 省 ス ペ
ー ス 化 の 近 年 の 要 望 に 反 す る と い っ た こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 ウ ォ ー ム 軸 又 は モ ー タ
の 駆 動 軸 を 支 持 す る 軸 受 と し て 、 単 列 の 玉 軸 受 を 用 い な が ら 、 軸 方 向 の 荷 重 支 持 を 良 好 に
維 持 し つ つ 、 省 ス ペ ー ス 化 を 図 る こ と が で き る 、 ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 は 、 電
動 モ ー タ の 出 力 を 、 そ の 駆 動 軸 か ら ウ ォ ー ム 軸 に 伝 達 し 、 ウ ォ ー ム に 噛 合 し た ウ ォ ー ム ホ
イ ー ル を 介 し て 伝 達 す る ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 に お い て 、
　 前 記 ウ ォ ー ム 軸 又 は 駆 動 軸 を 支 持 す る 複 数 の 軸 受 の う ち 、 少 な く と も １ 個 は 、 単 列 で 多
点 接 触 の 玉 軸 受 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 は 、 前 記 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 は
、 そ の 内 輪 の 内 輪 軌 道 と 外 輪 の 外 輪 軌 道 と の う ち 、 少 な く と も 一 方 が 転 動 体 に ２ 点 で 接 触
し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ウ ォ ー ム 軸 又 は 駆 動 軸 を 支 持 す る 複 数 の 軸 受 の
う ち 、 少 な く と も １ 個 は 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 で あ る こ と か ら 、 ウ ォ ー ム 軸 又 は 駆 動
軸 を 支 持 す る 軸 受 と し て 、 単 列 の 玉 軸 受 を 用 い な が ら 、 軸 方 向 の 荷 重 支 持 を 良 好 に 維 持 し
つ つ 、 省 ス ペ ー ス 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 は 、 そ の 内 輪 の 内 輪 軌 道 と 外 輪 の 外 輪 軌 道 と の う ち 、 少
な く と も 一 方 が 転 動 体 に ２ 点 で 接 触 し て い る こ と か ら 、 方 向 の 反 転 す る 軸 方 向 の 反 力 （ 荷
重 ） に 対 し て も 、 ア ン ギ ュ ラ 型 組 合 せ 玉 軸 受 と 略 同 様 の 機 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 を 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 第 １ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 係 る ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 の 縦 断 面 図 で あ
り 、 （ ｂ ） は 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 の 部 分 切 欠 き 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル （ 図 示 略 ） に 連 結 し た 操 舵 用 入 力 軸 （
図 示 略 ） に 、 ト ー シ ョ ン バ ー （ 図 示 略 ） 等 を 介 し て 、 ス テ ア リ ン グ ギ ア （ 図 示 略 ） 等 に 連
結 す る 操 舵 用 出 力 軸 １ が 連 結 し て あ る 。 操 舵 用 出 力 軸 １ に 、 ウ ォ ー ム ギ ア 減 速 機 構 の ウ ォ
ー ム ホ イ ー ル ２ が 嵌 合 ・ 固 定 し て あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の ウ ォ ー ム ホ イ ー ル ２ に は 、 ウ ォ ー ム ３ ａ が 噛 合 し て あ り 、 こ の ウ ォ ー ム ３ ａ の た め
の ウ ォ ー ム 軸 ３ は 、 電 動 モ ー タ ５ の 駆 動 軸 と 一 体 的 に 構 成 し て あ り 、 電 動 モ ー タ ５ か ら 離
れ た 側 の 反 モ ー タ 側 軸 受 １ ０ と 、 電 動 モ ー タ ５ に 近 い 側 の モ ー タ 側 軸 受 ２ ０ と 、 電 動 モ ー
タ ５ の 反 出 力 側 軸 受 ３ ０ と に よ り 、 回 転 自 在 に 支 持 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 ウ ォ ー ム ギ ア 減 速 機 構 の た め の ハ ウ ジ ン グ ４ は 、 電 動 モ ー タ ５ の ハ ウ ジ ン グ と 一
体 的 に 構 成 し て あ り 、 電 動 モ ー タ ５ は 、 図 示 し た よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ ４ 側 に 固 定 し た ス テ
ー タ ７ と 、 こ の ス テ ー タ ７ に 対 し て 回 転 し て 出 力 を 発 生 す る ロ ー タ ８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 後 述 す る よ う に 、 反 モ ー タ 側 軸 受 １ ０ は 、 ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 で あ り 、 モ ー タ 側
軸 受 ２ ０ は 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 で あ り 、 反 出 力 側 軸 受 ３ ０ は 、 ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 径 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 ２ 個 の ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 と 、 １ 個 の 単 列 で 多 点
接 触 の 玉 軸 受 と に よ っ て 支 持 す る 一 方 、 軸 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 １ 個 の 単 列 で 多 点 接 触
の 玉 軸 受 に よ っ て 支 持 す る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ を 支 持 す る 軸 受 と し
て 、 単 列 の 玉 軸 受 を 用 い な が ら 、 軸 方 向 の 荷 重 支 持 を 良 好 に 維 持 し つ つ 、 省 ス ペ ー ス 化 を
図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 モ ー タ 側 軸 受 ２ ０ の 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 に よ り 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ を 支 持 し て 、
同 時 に 電 動 モ ー タ ５ の 駆 動 軸 も 支 持 で き る 構 造 に し た た め 、 よ り 一 層 小 型 化 を 図 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 モ ー タ 側 軸 受 ２ ０ に 用 い て い る 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 は 、
外 周 面 に 内 輪 軌 道 １ ５ を 有 す る 内 輪 １ １ と 、 内 周 面 に 外 輪 軌 道 １ ６ を 有 す る 外 輪 １ ２ と 、
内 輪 軌 道 １ ５ と 外 輪 軌 道 １ ６ と の 間 に 転 動 自 在 に 配 し た 複 数 の 球 状 の 転 動 体 １ ３ と 、 こ れ
ら の 転 動 体 １ ３ を 転 動 自 在 に 保 持 す る た め の 保 持 器 １ ４ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 の 第 １ 乃 至 第 ３ 例 の 断
面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ （ ａ ） の 第 １ 例 で は 、 内 輪 は 、 軸 方 向 に 二 分 割 し た 分 割 体 １ １ ａ ， １ １ ａ か ら な り
、 各 々 の 内 輪 軌 道 １ ５ ａ ， １ ５ ａ は 、 転 動 体 １ ３ と 異 な る 曲 率 半 径 の 断 面 形 状 で あ っ て 、
２ つ の 曲 率 半 径 を 異 な ら せ る こ と に よ り 、 ゴ シ ッ ク ア ー チ 形 状 に 形 成 し て あ る 。 こ れ に よ
り 、 内 輪 軌 道 １ ５ ａ ， １ ５ ａ は 、 転 動 体 １ ３ に ２ 点 で 接 触 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 外 輪 １ ２ の 外 輪 軌 道 １ ６ は 、 転 動 体 １ ３ の 曲 率 と 異 な る 曲 率 半 径 で 、 均 一 な 円 弧 形 状 に
形 成 し て あ る 。 こ れ に よ り 、 外 輪 軌 道 １ ６ は 、 転 動 体 １ ３ に １ 点 で 接 触 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て 、 内 輪 軌 道 １ ５ ａ ， １ ５ ａ と 、 外 輪 軌 道 １ ６ と は 、 転 動 体 １ ３ に ３ 点 で 接 触 す る
よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ の 正 ・ 逆 転 時 に 、 方 向 の 反 転 す る 軸 方 向 の
反 力 （ 荷 重 ） が 作 用 し て も 、 ア ン ギ ュ ラ 型 組 合 せ 玉 軸 受 と 略 同 様 の 機 能 を 発 揮 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 内 輪 軌 道 １ ５ ａ ， １ ５ ａ の 断 面 形 状 を ゴ シ ッ ク ア ー チ 形 状 に し て い る が 、 こ れ に
限 定 さ れ ず 、 Ｖ 次 形 状 、 歪 円 形 状 等 で あ っ て 、 単 一 の 球 面 形 状 の 転 動 体 １ ３ と ２ 点 で 接 触
す る 形 状 の 全 て を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 ま た 、 内 輪 を ２ つ の 分 割 体 １ １ ａ ， １ １ ｂ に よ り 構 成 し て い る こ と か ら 、 負 荷 容 量 を 上
げ る た め に 、 保 持 器 の 無 い 総 玉 構 造 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 ２ つ の 分 割 体 １ １
ａ ， １ １ ｂ の 製 作 時 に お い て 、 合 せ 面 の 軸 方 向 隙 間 （ Δ ａ ） を 調 整 し て 、 組 立 時 に 両 者 を
押 し 当 て る こ と に よ り 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 に 、 予 圧 を 与 え 、 剛 性 を 調 整 す る こ と も
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ （ ｂ ） の 第 ２ 例 で は 、 外 輪 は 、 軸 方 向 に 二 分 割 し た 分 割 体 １ ２ ａ ， １ ２ ａ か ら な り
、 各 々 の 外 輪 軌 道 １ ６ ａ ， １ ６ ａ は 、 転 動 体 １ ３ と 異 な る 曲 率 半 径 の 断 面 形 状 で あ っ て 、
２ つ の 曲 率 半 径 を 異 な ら せ る こ と に よ り 、 ゴ シ ッ ク ア ー チ 形 状 に 形 成 し て あ る 。 こ れ に よ
り 、 外 輪 軌 道 １ ６ ａ ， １ ６ ａ は 、 転 動 体 １ ３ に ２ 点 で 接 触 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 内 輪 １ １ の 外 輪 軌 道 １ ２ は 、 転 動 体 １ ３ の 曲 率 と 異 な る 曲 率 半 径 で 、 均 一 な 円 弧 形 状 に
形 成 し て あ る 。 こ れ に よ り 、 内 輪 軌 道 １ ５ は 、 転 動 体 １ ３ に １ 点 で 接 触 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 従 っ て 、 外 輪 軌 道 １ ６ ａ ， １ ６ ａ と 、 内 輪 軌 道 １ ５ と は 、 転 動 体 １ ３ に ３ 点 で 接 触 す る
よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ の 正 ・ 逆 転 時 に 、 方 向 の 反 転 す る 軸 方 向 の
反 力 （ 荷 重 ） が 作 用 し て も 、 ア ン ギ ュ ラ 型 組 合 せ 玉 軸 受 と 略 同 様 の 機 能 を 発 揮 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ の 他 の 構 成 等 は 、 第 １ 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ （ ｃ ） の 第 ３ 例 で は 、 内 輪 は 、 軸 方 向 に 二 分 割 し た 分 割 体 １ １ ａ ， １ １ ａ か ら な り
、 各 々 の 内 輪 軌 道 １ ５ ａ ， １ ５ ａ は 、 転 動 体 １ ３ と 異 な る 曲 率 半 径 の 断 面 形 状 で あ っ て 、
２ つ の 曲 率 半 径 を 異 な ら せ る こ と に よ り 、 ゴ シ ッ ク ア ー チ 形 状 に 形 成 し て あ る 。 こ れ に よ
り 、 内 輪 軌 道 １ ５ ａ ， １ ５ ａ は 、 転 動 体 １ ３ に ２ 点 で 接 触 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 外 輪 １ ２ の 外 輪 軌 道 １ ６ は 、 転 動 体 １ ３ と 異 な る 曲 率 半 径 の 断 面 形 状 で あ っ て 、 ２ つ の
曲 率 半 径 を 異 な ら せ る こ と に よ り 、 ゴ シ ッ ク ア ー チ 形 状 に 形 成 し て あ る 。 こ れ に よ り 、 外
輪 軌 道 １ ６ は 、 転 動 体 １ ３ に ２ 点 で 接 触 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 従 っ て 、 外 輪 軌 道 １ ６ と 、 内 輪 軌 道 １ ５ ａ ， １ ５ ａ と は 、 転 動 体 １ ３ に ４ 点 で 接 触 す る
よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ の 正 ・ 逆 転 時 に 、 方 向 の 反 転 す る 軸 方 向 の
反 力 （ 荷 重 ） が 作 用 し て も 、 ア ン ギ ュ ラ 型 組 合 せ 玉 軸 受 と 略 同 様 の 機 能 を 発 揮 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ の 他 の 構 成 等 は 、 第 １ ・ 第 ２ 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 内 輪 側 を ２ 点 接 触 、 外 輪 側 を ２ 点 接 触 と し た 場 合 の 違 い は 、 作 り 易 さ の 関 係 だ け
で あ り 、 性 能 と し て は 変 わ ら な い 。 ま た 、 外 輪 １ ２ の よ う に 、 一 体 型 の 外 輪 で ２ 点 接 触 に
構 成 す る 場 合 に は 、 軌 道 溝 の 加 工 が 難 し い と い っ た こ と が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の 第 １ 乃 至 第 ３ 例 に お い て 、 内 輪 と 外 輪 の ど ち ら を 別 体 と す る か 、 或 い は ３ 点 又 は
４ 点 接 触 軸 受 の ど ち ら を 用 い る か に つ い て は 、 電 動 モ ー タ の 構 造 、 要 求 仕 様 等 に よ っ て 適
宜 選 択 可 能 で あ る 。 ま た 、 ウ ォ ー ム 軸 側 か ら の 負 荷 荷 重 が 比 較 的 少 な い 等 で 軸 受 の 負 荷 容
量 が 小 さ く て も い い 場 合 、 内 輪 、 外 輪 が 別 体 で な い 形 状 も 選 択 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 粉 塵
等 が 軸 受 内 に 混 入 す る 環 境 下 で 仕 様 す る 場 合 に は 、 軸 受 の 内 輪 ・ 外 輪 間 に 、 円 環 状 の シ ー
ル を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 の 第 １ 及 び 第 ２ 例 の 縦 断 面
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図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ３ （ ａ ） の 第 １ 例 で は 、 反 モ ー タ 側 軸 受 １ ０ は 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 で あ り 、 モ
ー タ 側 軸 受 ２ ０ は 、 ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 で あ り 、 反 出 力 側 軸 受 ３ ０ は 、 ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 場 合 に も 、 　 こ れ に よ り 、 径 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 ２ 個 の ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 と 、
１ 個 の 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 と に よ っ て 支 持 す る 一 方 、 軸 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 １ 個
の 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 に よ っ て 支 持 す る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ を
支 持 す る 軸 受 と し て 、 単 列 の 玉 軸 受 を 用 い な が ら 、 軸 方 向 の 荷 重 支 持 を 良 好 に 維 持 し つ つ
、 省 ス ペ ー ス 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ （ ｂ ） の 第 ２ 例 で は 、 反 モ ー タ 側 軸 受 １ ０ は 、 ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 で あ り 、 モ ー タ 側
軸 受 ２ ０ は 、 ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 で あ り 、 反 出 力 側 軸 受 ３ ０ は 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 場 合 に も 、 　 こ れ に よ り 、 径 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 ２ 個 の ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 と 、
１ 個 の 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 と に よ っ て 支 持 す る 一 方 、 軸 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 １ 個
の 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 に よ っ て 支 持 す る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ を
支 持 す る 軸 受 と し て 、 単 列 の 玉 軸 受 を 用 い な が ら 、 軸 方 向 の 荷 重 支 持 を 良 好 に 維 持 し つ つ
、 省 ス ペ ー ス 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 、 反 出 力 側 軸 受 ３ ０ に は 、 荷 重 が 殆 ど 負 荷 さ れ な い の で 、 単 列 で 多 点 接 触 の
玉 軸 受 の 設 定 位 置 と し て は 、 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ 第 ２ 実 施 の 形 態 ）
　 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 そ れ ぞ れ 、 ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー
タ 装 置 の 第 １ 及 び 第 ２ 例 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ４ （ ａ ） の 第 １ 例 で は 、 反 モ ー タ 側 の 軸 受 を 廃 止 し て い る 。 す な わ ち 、 モ ー タ 側 軸 受
２ ０ は 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 で あ り 、 反 出 力 側 軸 受 ３ ０ は 、 ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 で あ る
。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ れ に よ り 、 径 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 １ 個 の ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 と 、 １ 個 の 単 列 で 多 点
接 触 の 玉 軸 受 と に よ っ て 支 持 す る 一 方 、 軸 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 １ 個 の 単 列 で 多 点 接 触
の 玉 軸 受 に よ っ て 支 持 す る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ を 支 持 す る 軸 受 と し
て 、 単 列 の 玉 軸 受 を 用 い な が ら 、 軸 方 向 の 荷 重 支 持 を 良 好 に 維 持 し つ つ 、 省 ス ペ ー ス 化 を
図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 モ ー タ 側 軸 受 ２ ０ の 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 に よ り 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ を 支 持 し て 、
同 時 に 電 動 モ ー タ ５ の 駆 動 軸 も 支 持 で き る 構 造 に し た た め 、 よ り 一 層 小 型 化 を 図 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ４ （ ｂ ） の 第 ２ 例 で は 、 反 モ ー タ 側 の 軸 受 を 廃 止 し て い る 。 す な わ ち 、 モ ー タ 側 軸 受
２ ０ は 、 ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 で あ り 、 反 出 力 側 軸 受 ３ ０ は 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 で あ る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 径 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 １ 個 の ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 と 、 １ 個 の 単 列 で 多 点
接 触 の 玉 軸 受 と に よ っ て 支 持 す る 一 方 、 軸 方 向 の 反 力 （ 荷 重 ） は 、 １ 個 の 単 列 で 多 点 接 触
の 玉 軸 受 に よ っ て 支 持 す る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 ウ ォ ー ム 軸 ３ を 支 持 す る 軸 受 と し
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て 、 単 列 の 玉 軸 受 を 用 い な が ら 、 軸 方 向 の 荷 重 支 持 を 良 好 に 維 持 し つ つ 、 省 ス ペ ー ス 化 を
図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 、 反 出 力 側 軸 受 ３ ０ に は 、 荷 重 が 殆 ど 負 荷 さ れ な い の で 、 単 列 で 多 点 接 触 の
玉 軸 受 の 設 定 位 置 と し て は 、 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 変 形 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 述 し た 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 の 形 態 で は 、 ウ ォ ー ム 軸 に か か る ラ ジ ア ル 方 向 荷 重 の 支 持 を
、 本 発 明 適 用 の 玉 軸 受 以 外 に 、 ラ ジ ア ル 滑 り 軸 受 に よ り 、 支 持 し て い る が 、 本 発 明 は 、 こ
れ に 何 ら 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 を 適 用 し て い な い 通 常 設 計 の 転 が り 軸 受 を 用 い 、 軸 方 向 の 荷
重 を 支 持 し な い よ う に 設 置 す る （ 例 え ば 外 軸 受 の 内 輪 を ウ ォ ー ム 軸 の 固 定 し 、 外 輪 の 軸 方
向 固 定 は し な い 等 ） こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 係 る ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 の 縦 断 面 図 で
あ り 、 （ ｂ ） は 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 の 部 分 切 欠 き 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 単 列 で 多 点 接 触 の 玉 軸 受 の 第 １ 乃 至 第 ３ 例 の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 の 第 １ 及 び 第 ２ 例 の 縦 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 そ れ ぞ れ 、 ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ
ー タ 装 置 の 第 １ 及 び 第 ２ 例 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 に 係 る ウ ォ ー ム ギ ア ・ モ ー タ 装 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ 　 操 舵 用 出 力 軸
　 ２ 　 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル （ 従 動 ギ ヤ ）
　 ３ 　 ウ ォ ー ム 軸 （ 駆 動 ギ ヤ 軸 ）
　 ３ ａ 　 ウ ォ ー ム （ 駆 動 ギ ヤ ）
　 ４ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ５ 　 電 動 モ ー タ
　 ６ 　 駆 動 軸
　 ７ 　 ス テ ー タ
　 ８ 　 ロ ー タ
　 １ ０ 　 反 モ ー タ 側 軸 受
　 １ １ 　 内 輪
　 １ １ ａ 　 分 割 体
　 １ ２ 　 外 輪
　 １ ２ ａ 　 分 割 体
　 １ ３ 　 転 動 体
　 １ ４ 　 保 持 器
　 １ ５ ， １ ５ ａ 　 内 輪 軌 道
　 １ ６ ， １ ６ ａ 　 外 輪 軌 道
　 ２ ０ 　 モ ー タ 側 軸 受
　 ３ ０ 　 反 出 力 側 軸 受
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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